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2. 北海学園北見大学

日時 2004 年 8 月 3 日 16:20~lT40

場所 北海学園北見大学

話し手 菊地均氏(北海学園北見大学商学部教授・教務部長)

聞き手 姉崎・光木・石山・伊藤・上田・佐々木・佐藤革・佐藤克・滝ヶ平・星

札幌移転計画

菊地 夏休み中にもかかわらず、わざわざ北見へお越

し下さいまして、ありがとうございます。本日は限ら

れた時間内ですけれど、どうぞご遠慮なく、ご質問く

ださい。当方といたしましては、承知している限りの

ことに関して、誠意をもってお答えするつもりでおり

ますので、どうぞよろしくお願い致します。

周知の通り、私どもの大学はこの地から、札幌へ

2006年 4月に一部移転することを決定致しま した。

そもそも、この大学の発足は昭和 54年にさかのぼり

ますが、公私協力方式の全国第一号として、北見市が

この建物と敷地を無償で提供し、経営の方は、学校法

人北海学園が担当し、大学をスタートさせました。滑

り出しは順調でしたが、しかし、少子化の大きな波の

中で、将来にわたって学生減をカバーすることができ

ないという判断から、今回の札幌移転が決まりした。

現在は、中園、韓国、ロシア、カナダなどから留学

生が多数来ていますが、ご存じのように、総学生定数

の半数を割った場合に、日本私立学校振興・共済事業

団経由の文部科学省からの補助金が打ち切られるこ

とになります。これは経営者側にとっては非常に大き

な打撃です。

私立大学教員の給与のだいたい半分近くは公的な

補助金で成り立っています。この問題については、い

ろいろと国民の間で議論のあると ころなのでしょう

が、現実は私立大学へ補助金を出しております。

それで、学校法人北海学園としては、新たに札幌に

教育投資して、北海学園の前に「もう一つの北海学園J

をキャッチフ レーズに、新校舎を建設する予定になっ

ています。たまたま法科大学院が平成 17年 4月から

スタートしますので、今後はわれわれも、「商科大学

院Jを開設する予定です。この大学院の方のメ リット

は、例えば、税理士などの試験免除の特典があります

ので、経済学や法学部の大学院と連携しながら、将来

を考えなければならないということです。

北見市との関係、キャンパスの利用

菊地 北見市が具体的に援助しているのは地元学生

と留学生向けの奨学金が主なものです。これは、でき

るだけ地元に大学生を定着させる狙いと、海外から来

る留学生への援助が狙し、です。地元経済との関連で申

し上げますと、月に 1人 10万円から 15万円くらい

学生が生活費として使いますので、市の方としては奨

学金を出しても、地元に還元できるというわけです。

市の方とは特別なつながりはございませんが、たま

たま大学の研究所の方に地元の調査研究費が若干つ

いております。こちらは受託研究です。それ以外は市

の方から特別の援助はいただいておりません。

次に、キャンパスの利用との関連で申し上げますと、

こちらに毎年、新日鉄やトヨ夕、明治大学のラグビ一

部などがスポーツ合宿のためにやって来ます。ここオ

ホーツク地域は非常に日照率も高く、涼しく、それに

自然環境が非常に豊富だということで、 r~ヒの菅平J

といわれているところですので、双方にメリットがあ

るようです。

いま、ある国立大学の方からサテライトとして使い

たいという申し込みがあったようですけれども、将来

的には、世界中の大学と連携し、知床なんかの世界遺

産や国立公園などと絡めて、この地域で国際セミナー

やシンポジウムを開催しようという計画もあります。

そういう計画の中で、もうすでに受け皿を整備しつつ

あります。
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特色あるとりくみ

菊地 私どものところには、北見大学開発政策研究所

がありまして、この研究所で、は地域の問題を扱ってい

ます。昨年は作家で C.w.ニコル・アファンの森財団

理事長のニコルさんをお迎えし、特別講演会を実施し

たり、また、京都大学の藤田昌久先生などにも参加し

ていただき、「産業クラスタの問題点Jを討議したり

しました。

藤田先生のお話では、ハーバードだとかMITの先

生方と協力して、空間経済学を研究しているとのこと

です。例えば、アメリカの場合、東部のボストンから

ニューヨークにかけて多数のシンクタンクや、産業ク

ラスタがあり、これに対して西部にシリコンバレーが

あります。それが将来、日本へ移行していって、それ

にともなってテクノロジーもトランスファーし、さら

に台湾、韓国、中国やインドへ移動していくだろうと

いうお話です。今後は、グローパルな観点から研究の

ネットワークが必要になるとおっしゃっておりまし

た。

その他として、大学独自の特別講座で学生向けのポ

イント制度があります。従来ですと、大学は普通のカ

リキュラムで単位認定をしますが、特別講座に出席す

ると学生にポイントを差し上げ、それを加算して 1

単位もらえるというようなしくみです。この特徴は、

年間通して外部講師の方の連続講義だけでなく、スポ

ットで来てもらったときでもポイントを加算でき、ト

ータル 10ポイントで 1単位になるというしくみです。

海外旅行、国内旅行もそうですが、私的な旅行でも

一定の要件さえ満たしていけば、それもポイントの対

象に加えられます。自治体や企業での実習、それから

地域ボランティア、まちづくりインターンシップ、そ

の他、市の委託講座、開発研究所の講座などが対象に

なります。

こういうものに出席すれば、学内に特別講座委員会

というものがあり、その委員会で学生に何ポイントゃ

るのが適切かを協議します。通常ですと専門課程の方

だと、前期 2単位、後期 2単位の計 4単位ですが、

このポイントを貯めて、単位を取得することが可能な

わけです。ただし、学生にいわせると、けっこう大変

なようなのですけれど、果敢にチャレンジしておりま

す。

その他に、事務局のある東京農大の方に行けば、資

料をいただけると思いますが、私ども地域の大学の有

志が集まり、毎年、コンソーシアム事業にとりくんで

います。ここには北見工業大学と日本赤十字北海道看

護大学、東京農業大学があります。これは先生方の任

意の集まりですが、だいたい道や開発局から補助金を

頂いたり、町村から頂いたりして、「地域おこしjや

「各種のイベント」の協力や援助をしております。昨

年ゃったのは佐呂間町です。

町から 200万円補助してもらい、だいたい総額500

万円くらいの予算で、シンポジウムを開催したり、報

告書を刊行したりしております。

この事業は対外的に高く評価されておりまして、日

本学術会議の方から前北大教授の島本委員にも来て

いただき、ご挨拶を頂戴しております。これは大学聞

の先生方で、行っているものではけっこう息の長いも

ので、日本では京都に位置する大学が連合大学を組ん

でおり、そことよく比較されるようです。

普通はだいたい内輪もめして途中で放り投げてし

まうのですが、どういうわけかこの事業に関しては

20年近く続いております。

大都市ですと先生方もいろいろな誘いがあって忙

しい。しかし、地方にいれば、比較的時聞が取れると

いうか、それしかないとし、う研究環境のせし、かもしれ

ません。それで、いままでこういうかたちのものが続

いたのではなし、かと思います。その延長上で、昨年で

したでしょうか、文科省の科学研究費「生涯学習まち

づくりモデル支援事業」が付いたので、さっそく道民

カレッジの認定を受け、特別講座を実施致しました。

中身はたいしたことがないのですが、一応成功を修め

たと思っております。

その他、私どもの大学は、最近はJICA(独立行政

法人海外協力事業団)にも協力しております。北海道

には北海道国際センターが札幌と帯広にあります。低

開発国に対して日本が援助をしており、そういう国の

方々がこちらに来て研修するわけです。特に川|レベル

の幹部の方が多いですね、いまは中央アジアの新興工

業経済地域 (NIES)の方が来ております。私どもの

大学も市役所や JICA北海道国際センターと連絡を

取りながら、メニューをつくり通訳をつけて研修を受

託しております。

四半世紀の蓄積

姉崎 1977年にこちらに立地したということで、 20

数年間で一定の地歩を築いてこられたわけですけれ

ど、ホームページを見ましても、地域社会の担い手に

なる人材の育成とか、ある意味では地域にとって意義

のある大学だというような、そういうスタンスで来ら

れたと思うのです。いまのお話の中にもそういうのが
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あるのですが、そういう意味で、少し長いスパンで、こ

れまでの蓄積を見られて、どういうようなことができ

てきたと評価されていらっしゃるか。

菊地 なかなか難しい質問ですね。うちの大学と地域

とのかかわりとしづ意味で、大学の果たす役割という

のはかなり多方面にわたっていると思います。

これは一般論ですが、どちらかというとこの地域は

第 1次産業、特に北見は主に畑作、例えば、玉葱、ビ

ート、男爵いもなどを生産しています。それがすぐに

加工産業と結びつくかどうかは疑問ですが、大学とし

ては研究・開発を援助しています。

あとは支店経済といいまして、北見は主に札幌や東

京の支居、営業所が多いところです。その他、工場と

しては京セラと東京電波としづ IT関係の産業がここ

に位置していますけれども、実際は、部品をつくって

本州へ送るのが一般的です。地元のハイテク関係の産

業と深いつながりがあるかというと決してそうでは

ない。リコーシステムさんのように、北見工大の周り

にも張りついている会社もありますが、地元との連携

は聞いていません。

私どもの方は学部が商学部の中に商学科と観光産

業学科という 2学科ありますので、それをうまく生か

して地元との連携というものができるかどうか模索

中です。要するに、中小企業にとってはあまりにも敷

居が高い。私どもの方にとっては研究者の対象として

あまり魅力的ではないといいますか

地域だからすぐ何かが発想、できるということには

なかなかならない。しかし、小粒だけれども、それな

りの成果を挙げてきている。例えば、地元の中小企業

の後継者を教育して、やはり地元に戻す。彼らがまた

後輩の就職の面倒を見るという、ある意味での雇用の

地域循環ですか。

いまひとつ、うちの大学はどちらかという t教員養

成の方が、効果をあげています。いま少子化の影響で

教師になるのが非常に難しい中で、商学という非常に

限られた学問の範囲なのですが、商業高校向けの教員

養成が比較的順調に推移しています。最近では小樽商

大の方がうちをまねて、教員養成に力を入れています

ので、よきライバル関係になっております。

姉崎 地域社会に人材として一定の地歩を占めてい

るという、そういう意味で地元定着の率から見ても、

他のデータ見ましても比較的ここは高いと見ていた

のですが、そういう感じでしょうか。

菊地 そうですね。北見工大の卒業生は地元に 1人か

2人しか残らないのが実情ですよ。これはある程度仕

方がないと思います。日赤看護大の方は、日赤関係な

どの医療機関に、おそらく卒業生は全国に散らばりま

すね。地元の病院では欲しくても、来てくれないとい

うのが実情のようです。これは日赤のみならず、あそ

この大学は、半分くらいは紐付きの奨学金といったら

おかしいですが、入学したときに、全国の大きな病院

の奨学金を受ければ、卒業後、何年かお礼奉公すれば、

返還しなくてもいいというしくみになっているから

です。うちはどちらかというと、卒業生で経営者にな

っている方もおりますし、経理の勉強だとか経営学だ

とか、そういう勉強も出来ますので、それなりに地元

企業の後継者の方にとっては喜ばれていると判断し

ています。

姉崎 地域連携としては大学が学生を送り出すとい

うのも一つの連携ですけれど、一方で地元からの受託

研究とか、レポートを出して政策提言をするとか、そ

ういうふうに考えますと、先ほどの開発政策研究所は

比較的その意味では重要な役割を果たしていると思

うのですが、そのへんはし、かがですか。

菊地 付属の開発政策研究所の『紀要』もいま 6号か

7号まで刊行されていると思います。地元の受託研究

とか、札幌の学校法人北海学園に付属する北東アジア

研究所とかと連携し、日本学術振興会の科学研究費が

ついております。これまで中国や、ベトナムに関する

研究で報告書が出てくるはずだと思うのですが、スタ

ッフもいま札幌へ行かれ、研究発表会に参加していま

す。

地元では、産学官で構成されている「テクノ 21J

というのがありまして、道や市役所、商工会議所の援

助の下で、産業クラスタと積極的にとりくみ、うちの

大学もメンバーになり、応援しているところです。

撤退後の対応

姉崎 これまでの成果を少し生かすとすれば、本体は

札幌に戻るとしても多少時聞かけて経過措置という

か、軟着地して残すものは残して、つながるものはつ

ながってという、そういう一定の過渡期というか、そ

ういう時間があると思うんですけれども、そのあたり

の戦略なり、考えていらっしゃることがあれば。

菊地 将来にかかわることなので、ここで、はっきりし

たことは私の口からいえませんが、開発政策研究所は

このまま残す予定でいますね。やはり地元でいろんな

セミナーだとか、要求に応じて地元での調査研究もし

ていきたいと思います。というのは、やはり当初ここ

ができたそういうご縁もございますし、まだ日本では
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学生の大都市志向っていうのは確かにありますけれ

ど、地域の均衡ある発展というようなことを考えると、

政府の開発援助とは違う意味での、こういう知的な戦

略的援助が地元には必要だと考えております。

姉崎スタッフも残る。

菊地 そうですね。これは法人の方で決めることなの

で、はっきりしたことはいえませんが、研究機関はここ

に残して地域への社会的貢献を果たしていきたいと

いう考えは持っているようです。

光本 地域の中にそういった知的人材が残るという

ことは、地域社会や行政の側は大変望ましいことだと

思うのですけれど、研究所の側から見た場合に、ここ

で研究をする、あるいはこの地域を研究のフィールド

ととらえることは、やっぱりそれなりに積極的な意味

があるとお考えなのでしょうか。

菊地 北海道は広大な土地を有しており、冬の雪の問

題だとか、食料の供給基地の問題だとかありまして、

どうしても産業構造的に見ると、公共投資に依存せざ

るを得ない。まだ地方都市としては自立がかなり難し

い地域です。本州|のよ うに伝統ある地域とはちょっと

違いますので、例えば地場産品の開発だとか、いまの

町村合併の効率的な行政の運営のあり方だとか、そう

いうことに対して、大学の研究機関としてのフォロー

アップも可能ではなかろうかと思います。

姉崎 その場合の研究所は独立した研究所というこ

とになりますか。豊平の方にも別な名前の研究所があ

りますよね。

菊地 豊平キャンパスの方は、北海学園大学の付属機

関として開発研究所があります。それから、学校法人

が持っている研究所が先ほどいった北東アジア開発

研究所 (HINAS)があります。それに、うちの大学

の付属研究所が開発政策研究所ですね。大学の本体は

札幌に移行しても、研究所の方はある程度自立したか

たちで、やっていけるようになれば理想的です。施設の

方は、国際会議場もあり、そこには4カ国語を同時に

通訳できるブースもございますし、図書館も相当な資

料がございますので、この有効利用のためにもビジョ

ンが求められているところです。

この地域は冬には流氷が接岸しますが、オホーツク

海はホタテや牡嘱の養殖を中心としています。木材産

業は北海道の中でもこの地域はけっこう盛んです。輸

入材、特に北洋材、カナダ材の割合が多いですけれど。

さらに農産物は、玉葱の加工、これはオニオンスーフ。

として成功しております。この北見の玉葱は価格が安

く味がいいということで、ブランド化しやすかったか

らです。最後に、観光では、自然がまだたくさん残っ

ており、最近のエコツアー、エコツーリズムの対象に

なるところが多くあります。このようにここは研究の

宝庫でもある。また、国立公園の阿寒とか知床とかに、

時間にして 2時間、 3時間でここから簡単に行ける。

北見はそういうロケーションに位置していますので、

将来に不安はありません。

その他、ここには、 「ちほく高原鉄道」があります。

まだどうなるか分かりませんけれど、北海道で唯一残

っている第三セクターの鉄道会社です。北見から池田

まで、この大学のすぐそばを走っているのですけれど

ね。こういう研究テーマなどを、うちとしては独自に

とりくみたいなと思っています。「ちほく高原鉄道」

が廃止された後の、例えば過疎地におけるパス転換の

問題だとかも、いまのままではパス会社の方には補助

金が出ない。特殊な事例の場合、例えば病院に通わな

ければならない専用のパスが必要だというのであれ

ば、何らかの補助金の対象になるのでしょうけれど、

通常の路線パスと何ら変わらない。このように、過疎

は過疎なりにいろいろな問題を抱えているのじゃな

いでしょうか。

大学のアピール

光本 過疎地だからこそ研究的にも貢献しがいがあ

るし、課題としてもフィールドとしても地域が魅力的

だというお考えに賛成なのですが、どうしても最初の

話に戻りますけれども、私立大学は経営の問題を避け

て通れませんよね。特に北海学園の場合は、法人本部

が札幌にあって、理事会は経営の状態を考えるという

ことで、北見市との間では振興協議会などをつくられ

て、この間いろいろと今後の大学に対する支援ですと

か、存続に向けての協力をいろいろ検討されてきたと

思うのですけれど、結局、大学と市が協議しても、経

営の問題から考えるとそれだけじゃ済まないという

ことになってしまいますよね。

菊地 そうですね、 北身工業大学の場合は国立から、

いまの独立行政法人というかたちになりましたし、日

赤北海道看護大の方は私立ですが、学生の定数そのも

のが多くないので、看護師の国家資格を有すれば、ほ

とんど 100%就職間違いないという状況なのです。両

大学とも当分の聞は、心配ないでしょうが、時代の変

化が激しいので、安閑としていられない状態です。

ところが、うちの場合は、いまいったように、確か

にこれまで本州からも相当数の学生が来たのですが、

少子化の波をもろに受けたかたちになります。今日の
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日経新聞にも出ておりましたけれど、大学全入という

時代が 3年後に出現する。そうすると、競争条件をい

ろいろ加味しますと、これは経営サイドの方にインタ

ビューしていただきたいのですが、赤字経営では将来

性がないということですね。それでは早めに移転して、

札幌で展開した方がいいという判断だと思います。

確かに、地元北見で、やっていけないこともないので

しょうけど、そのためには魅力づくりといいますか、

このへんが私どもも試行錯誤しながらやってきたの

ですが、残念ながらそれだけでは全国から学生を呼び

込むことは難しい。やっぱり学生の集まる大都市、札

幌圏で、北海学園のブランドを利用しながら、新しい

大学を創造しようということになったわけです。

学生の募集といいますか、普通大学のランク付けは、

とりわけ私立大学においては公務員への就職数で決

まるようなところがあるのです。これちょっとおかし

いのですけれどね。札幌の北海学園大学の場合は、国

家は別にしても、道だとか市役所への就職、これが道

内私立大学では断然トップなのです。当然、学園大学

自身でもそれに向けて相当の努力を積み重ねてきて

います。結局、地域に大学が貢献しているなんていう

ことよりも、卒業生が何人公務員試験に受かったかが、

予備校や受験校の生徒にとっては、志望校を決めるの

に重要なファクターになっているのです。ちょっとわ

れわれの方にとっては寂しい感じなのですが。

したがって、私どもも今後、カリキュラムのあり方

を整備したり、公務員講座を充実させたりします。例

えば、土曜日は夜間までびっしりとりくめるように、

学生のニーズ、を満たす講座を準備し、一方、高度な理

論や実践は大学院でとりくんでもらうというような

ことになるでしょう。

私もカナダのレスブリッジ大学の客員教授で、この

半年間、講義を行ってきたのですが、いまのような課

題が、日常地元のテレビでもラジオでも新聞でも取り

上げています。大学の教授のコメントがしょっちゅう

出てくるのですね。もともと日本のテレビ、ラジオ、

マスコミがあまりにも芸能、スポーツに力を入れすぎ

て、豊かな国になってから、危機意識がなくなったの

かもしれないで、すが、向こうは地域の大学の活用が非

常にうまい。

ここにいろいろなパンフレットもございますけれ

ど、例えば、 G.w.ニコルさんが来れば、ある程度聴

きに行きたいという方もいるのでしょうけれど、地味

な活動が意外と多くの方に知られていない。また、全

国の高校生や受験生にとって、この大学のユニパーシ

菊地均氏

ティ・アイデンティティを出そうと思っても難しいと

いうジレンマがあるのですね。

だから、もしこういうケースでやるのであれば、地

域のあり方というのを、いまの税金のしくみと同じよ

うに、一回国に吸い上げられて一一地方税もあります

けれど一一そして地方交付税あるいは補助金で戻るよ

うなしくみ、こういうかたちを基本的に改めないとい

けない。地方から何かしようと思っても、常にそうい

う中央集権的なところがネックになり、なかなか地域

の活性化が難しい。

もう一方、地元の一部の高校生にとっては、ここで

卒業して地元の企業に残りたい。だけれど、その数は

ほんの数パーセントにすぎず、ほとんどの高校生が札

幌志向です。せめて大学時代は札幌で過ごしたいとい

うのが本音かもしれません。

例えば、いま入学してくる学生の中には、ある種の

サークルの指導者がいるために来ているというのが

ありますね。うちはオリンピックの候補選手が女子で

1人出るかもしれないのですが、これは自転車競技に

たまたまいい指導者がし、るためです。このへんの道路

は比較的札幌と違って走れるということです。そうい

う環境の下で、ロードの競技に懸けたい学生が全国か

らけっこう集まる。以前はカーリングで敦賀君がオリ

ンピックにも出場しています。いまでも、カーリング

をやりたい学生が全国から集っています。ここは日本

におけるカーリングのメッカで一一地元の北見と隣町

の常呂で一一非常にカーリングが盛んですから、いい

意味での地域連携を図りながら、優秀な選手をオリン

ピックに送りたいですね。

大学と法人

光本 この地域で大学の存続が難しい主要な要因は、

地域の中でこの大学がやっていることが必ずしも理
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解されてない、あるいは、進学先として高校生がとら

えていないとか、それから地方自治体のいろんなかた

ちでの助成とか支援の難しさ、そういった点を挙げら

れていたように思うのですけれども、それはおそらく

そうだと思うのですが、一方で、経営主体が札幌にあっ

て、しかし大学が北見にあるといった場合に、ひょっ

としたら経営側は北見の大学がどういう必要性を持

って存続しているのかということを理解していない

場合があるんじゃないかと思うのです。大学の方はた

くさんご紹介いただいたように、非常にこの地域にと

って有効な活動をされているわけですよね。だから、

むしろ大学がこの地域で、やっぱり根ざしてやってき

た実績もあるし、このままやっていけるというような

見通しみたいなものが経営者の側にもっと伝われば、

もう少し別な展開もあり得たんじゃなし、かと個人的

には思うのですが。

菊地 そうです。やっぱり日本の雇用形態っていうの

がネックになります。外国の大学ですとテニュア(終

身在職権)を取るため、競争が非常に蛾烈です。日本

の大学ですと、助手、講師で、入ってくれば、大過なく

教授まで上り詰める。そうすると大学を経営する側は

人件費を圧縮することがなかなかできない。それで、

日本の場合は教員の人件費比率が高くなるため、地域

貢献よりも経営効率を優先せざるを得ない。このへん

が非常に矛盾しています。

だから、言い方が悪いのですが、ある程度給料が安

くても、こういう地域の素晴らしい環境の中で、教

育・研究に打ち込みたいという方もいると思います。

そういう方のために、この近くに例えば、北方圏型の

ログハウスつくたり、都市では体験できないような環

境を共有できるように工夫すればv道も聞かれるかも

しれません。経営者の方々は細かいこういう問題まで

目を通しているわけじゃございませんので、また、大

学の先生方もこれで利益を上げるっていう意識を持

ってやっているわけではないので、なかなか実現しま

せんが、発想を変えれば、立地は問題でなくなる可能

性はあります。

このように素材はけっこう あると思います。残念な

がら文科省を含めてなかなかそういう地味な活動に

は補助金がでない。日本の産業もそうですけれど、や

っぱり花形の輸出産業一一トヨタだとかソニーだ、とか

一一そういう方にマスコミのニュースも偏ります。け

れど、地味なこういう活動は取り上げられないが、地

元の経済効果に何らかの貢献ができればよいと思い

ます。

私どもも 30年くらいの歴史しかないのですけれど、

卒業生の中に地元で、経営者になった方が輩出したり、

北見支居の支庖長になったり、この方がうちの卒業生

を採用することによって、そういう意味での地域循環

というものがあります。

このような現象をつぶさに見ておりますと、われわ

れ研究者とっても何か社会的な責任を果たしたいと

いう気にさせます。うちもここだからできるといった

らおかしいのですけれども、比較的大きい大学だとい

ろいろな意見を聴かなきゃならないので、小回りを利

かせて、適正規模で地元に貢献をしたい。

姉崎 北見にいる先生方と札幌にいる先生方の間で

多少温度差があって、全体としての結論はそうなるか

もしれないけれども、学生数が一定数を割るというか

そういうことがなければ、ここにいた方がある意味で

は地域貢献できるという考えもあり得ると思うので

すけれど、そのあたりでたぶん教員の中で多少意見が、

行くか行かないかをめぐってはあったのではなし、か

と思うのです。これはたぶん非常にお答えにくいし、

われわれも聞いていいのかどうか迷うことですが。

菊地 人事に関する発令は学校法人北海学園が出し

ていますので、札幌キャンパスの教員との給与規定も

みんな一緒です。特に事務職の方は、数年に 1回く ら

いぐるぐる回されるよ うです。先生方はどちらかとい

うと移動が少ないのですが、何名か札幌キャンパスへ

異動された方もいます。向こうの方は教職員組合があ

りまして、こちらの赤字の問題をつかれるといやだと

いうことがおそらくあると思います。同一法人で、一

方が赤字経営だとしたら、自分たちの利益が北見へ持

ってし、かれているのじゃなし、かという危慎感があり

ます。また、高校を二つ経営していますので、北海と

昔の札商、いま北海学園札幌高校に変わりましたけれ

ど、したがって、そういうことも考えると、早く札幌

へ移転ということになったかもしれません。

話は変わりますけれど、札幌に移ったら、今度は札

幌の大学と競争にならざるを得ません。北海学園大学

を抜くことは難しいでしょうけれど、北星学園大学や

札幌大学と同等くらいのところまで一挙に設備とス

タッフを整えて、大学院までつくる。経営者の方とし

ては、北海のブランドといいますか、学園のブランド

を使いながら、一挙に改革してみたいという意識はあ

るようです。

大学の移転には多額の資金が掛かりますからね。北

海学園でも、いま札幌で、移転費は別にして、校舎等

の教育施設に数十億円相当を当て、その後さらに大学
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院を開設する予定です。いまの大学経営というのは、

かなり、かつての国立も含めて、 非常に競争条件が厳

しくなっていますので、まず先行投資が要求されます。

教育関係でもそう いうこと をやらなければ生き残れ

ないという、非常に難しい時代が来ていますね。

光本 それで、大学の側で起きている問題ですとか、

いろいろ続けていきたいことがあるなんていうのは、

基本的に学長が最高責任者として掌握されて、教学の

意見としてそれを代表して理事会に対して述べると

いうふうになっていますけれど、森本学長の場合、北

海学園の理事長でもありますので、ひょっと したら豊

平の方にはおられるのだけれども、こちらの大学には

あまり来ていないのではないですか。

菊地 そうですね。新聞等でご存知かと思いますが、

北海学園大学経営学部の教授をしております川端先

生が平成 16年4月から学長代行として就任いたしま

した。

光本川端先生は理事ですか?

菊地 そうです。 川端学長代行の下で 2006年4月に

向けて札幌移転が決まっており、 いまその準備にとり

かかっています。

姉崎 振興協議会では、まだ煮詰まっていないけれど

も、話題として出ている中に、教育特区のような構想

も出てきているというような話をうかがいました。

菊地 いま、ある国立大学からもここをサテライト校

として使用させてくれという話が出ているくらいで

す。おそらく、全国的にこれだけの研究設備と、合宿

所を持っているところは見当たらないと思いますね。

ここには体育館もございますし、また弓道、柔道、剣

道など、独立して道場もございます。当然サッカーや

野球もできます。

あらゆることが、電気のスイッチ一つ入れればすべ

てコントロールできるようになっておりますので、い

ままでのそういうリゾートとは別な意味の、教育特区

的なものにでも指定していただいて、いろんなセミナ

ーや、著名な方の講演会や、国際交流の場に利用して

いただきたい。将来的にはインターネットなんかでそ

うしづ呼びかけができれば、一緒に北海道へ行こ うと

いう方も出てくるかもしれませんね。

姉崎 年間維持費はどのくらし、かかるのでしょうか。

菊地 おそらく維持・管理費だけでも億単位のお金が

かかると思います。

移転と名称変更

姉崎 今年のホームページを見ても来年の学生募集

，iJ 

が出ていますので、再来年ということで、だいたいタ

イムスケジュールができていると思うので、その段階

でだいたい理事会なり、限定で何らかの次の…。

菊地 そうですね。ご存じのように私立大学も文科省

の許認可事項ですので、法人の方で事前に、 札幌への

移転をどのようにしたらいし、か相談します。当然、文

科省の方は法人の資産状況、教育施設、カリキュラム、

教員組織を問題にします。それから、われわれが聞い

ているのは、移転する条件としては設立時期のカリキ

ュラムに近づけて、資料，を持ってきなさいといわれて

います。したがって、いまはカリキュラムの見直しを

しているのですが、できるだけ申請した当時の段階に

戻しながら、それで文科省の方へ今年打診して、来年

になると思いますが、これには審査がおそらくないと

思います。事前調査だけですね。教員の教歴、業績等

も添付しなければならないですけれど、一通りすべて

つけて出す予定になっています。

光本新規の設置認可ではないわけですね。

菊地 そうです。何か細かい文科省との交渉の中身を

私ども承知しているわけではありません。大学移転に

関しては経営主体である学校法人北海学園の方が責

任を持っていただけるので、そう難しくないと承って

おります。

姉崎 新たに商科大学というものを立ち上げると、そ

れはまた設置審にかかるわけですね。

菊地 そうですね。今度は校名変更の手続きというこ

とになります。

われわれもちょっと残念なのですが、過去のことよ

りも、いまはどちらかといえば、先生方みんなが札幌

へ移れるかどうかという方が話題になっております。

法人の方では、札幌に大学が移転すれば、もう世界

中から教員を公募できるという意識があるのではな

いでしょうか。北海道に立地しているといえども、か

なり高い給料を出していますからね。そういう待遇で
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すと、海外からの著名な研究者も集めやすいのではな

いでしょうか。ましてや、札幌のように大都市で、研

究してみたいとか、交流してみたいという気になりま

す。だ、から法人の方としては、人事に関してはかなり

強気です。文科省の方も残念だけれど、効率の悪いと

ころの大学は、たとえ地域貢献があったとしても早め

に引き上げて、大きな大学の傘下に入ってほしいとい

うことなのでしょうか。

おそらく先生方にアンケートすれば、 8割方は行か

なくてもいいと答えると思います。変な話ですけれど、

十分ここで満足しています。この地域が極端に高校の

レベノレが低いっていうわけじゃないし、医療のレベル

もそうです。また、物価が極端に高いかっていうとそ

れほどでもない。難点は札幌までのアクセスです。 JR

で 4時間半、車だと 5時間半くらいかかる。高速道

路が来れば別でしょうけれど。悩みはそういうような

ことぐらいですね。

北海道の中核都市としての北見は、冬ちょっと寒く

て、夏暑いですけれど、住みやすさにおいては日本ー

ではないでしょうか。

大学教育の変容

菊地 大学も、聞いている話だと、ちょっと言い方が

誤解されるかもしれないですけれど、専門学校化され

ているのですね。どういうことかというと、大学の一

般教養がだんだんなくなりつつある。例えば、コンビ

ュータを習いたいといっていたら、コンビュータとプ

ラスアルファとか、こういう 2専攻のメニューに特化

しつつあるのんですね。

いままでですと、教養科目があって、それを 1、2

年のうちに学生全員が修得し、その上に専門課程を修

得する。これ以上の勉強をどうしてもやりたいという

のであれば、大学院へ行ってそれを修得して下さい。

こういうのがいままでのやり方ですね。もし、他大学

や他学部と単位の互換がさらに進み、その学部で全員

先生を抱える必要がなくなり、かっ大学院で、の聴講を

認めるとなれば、これが新しい大学の求められるあり

方の一つですね。そのときには、年間授業料ではなく、

科目に対する授業料が設定されると思います。このよ

うにして、学内の教育市場に競争原理が導入され、教

員の任期制が採用される条件が整うわけです。

光本 私大が経営上の理由からそういうふうにやる

ことは以前からありましたが、最近ですと、例えば都

立大の単位パンク制、 それから、横浜市大の 「プラク

テイカノレなリベラルアーツ」、 ああいったかたちで、

国公私を問わず、そういった流れが起きていますね。

菊地 だから、逆にかつての一般教養を 4年生に持っ

ていくかという話なのです。例えば、哲学を勉強した

いとか、言語を勉強したいとかとしづ場合は、 3年次

までに専門をやって、実質、 4年目は就職、ないしは

大学院に行きたいというのが起こっていますが、その

ときにさらに教養深めたい人は、必要に応じて修得し

てもらう。

その科目を 1、2年でなくて、 1年のときに集中し

て行う。例えば、語学ですね。極端にいえば、毎日英

語だとか中国語だとか韓国語などを 20単位、 毎日朝

から晩まで、昔の旧制高校並ですね。そういうことを

まず徹底してやって、その上に専門を入れて、いうな

らば「職業人養成Jです。だから公務員なら公務員講

座を今度はびっしり入れる。毎日 5講目、 6講目は希

望すれば講座を取れるようにするのですね。

姉崎 法政大のキャリアデザイン学部なんていうの

はそういうモデル型で、学生の関心に合わせて自分で

組み立てていくというコースを一定数卒業単位とし

ている大学が一部出てきている。そうすると、いわゆ

る1、2年で取るというタイプではなくて、教養科目

でも上の学年で、ある部分特化している。たぶん北海

学園は旧一般教育等の担当教員が全員分属するよう

にしたので、専門に強いものを目指しながら、教養科

目は 4年でも取れるというように編成されているん

だと思いますが、今度行くとそこにそういうかたちで

入る。

菊地 いままさしく、そういうふうにしようとわが大

学では検討中なのです。

姉崎 北見はこれまではそういうかたちで、やってい

たのですか。

菊地 いままではオーソドックスなやり方ですね。

学生・地域住民の反応

滝ヶ平 撤退ということに関連して、先生方の意識の

面は先ほどお聞きしたのですが、学生とか地域の方々

の撤退に関しての反応はどういうものでしょうか。

菊地 いまのところうちは学長代行が来て、全学、各

学年で学生に説明したのですが、いまの 1年生に関し

ては 4年までいられる。来年の 4月から入ってくる

学生に関しては、1年目北見キャンパスで勉強して、

全員札幌へ移るという条件で募集するということで

す。したがって、現学生に関してはトラブ、/レのなし、か

たちで大学、法人の方で、本人の意向を聞いて進めた

ということです。

- 86-



北海学園北見大学

光本 もう調査されたのですか。

菊地 そうですね。まだ 1回目ですので、事前説明と

学生の希望ですね。

滝ヶ平 それはどれくらいの割合でつ

菊地やはり 8害IJくらいの学生はここに残りたいと

いっております。細かい集計はまだ対外的に出してい

ないし、まだ学生からそこまで聞いていないと思いま

す。こちらからの一方的な説明と、父兄宛に大学とし

てはすでに発表していますので、各ご父兄の方へ大学

の趣旨をご理解していただく旨の文書を学長から出

しているわけです。

滝ヶ平 地域の方々に関しては。

菊地 地域の方は二つあると思います。一つは将来を

見越してやっぱり札幌に移転するのかというのと、そ

れからこれは一部の勘違いで、この学校は廃校にする

つもりで、あと 2年後でやめちゃうと、札幌で新しい

大学が展開されるとし、う意識があります。

市役所の方は、当然ここに残ってもらいたいといっ

ています。学生数は一時期 1000人を超えていました

ので、教職員を含めると地域経済に及ぼす影響も相当

あると思います。それがここからなくなるわけですか

ら、北見市の経済に及ぼす影響も計り知れません。こ

れは市長も議会で何回か答弁しております。かといっ

て、例えば赤字を補填するだけのお金を市がうちに出

せるかとなると、これまたこうし、う財政の非常に厳し

い折に、市としては実質的にはノーということです。

今回の報道になったのも、議会の承認を得るまでにち

ょっと時間がかかりましたので、残念でした。

私どもの方からは、おそらく補助金を出してくれと

いう要求はしていないので、どのくらいの赤字かとい

うのは法人の方で聞いていただきたいと思います。道

都大学のように、地元の市役所から補助金を直接いた

だし、ていたという例もありますが、これは経営者が決

めることですから、北海学園としてはそういうことは

一切要求していないし、また、要求しでも議会の方で

難しい状況じゃないでしょうかね。いま地方が市町村

合併問題も絡めて難しい時期を抱えていますからね。

一時的に赤字補填をしても、将来展望としてそれが改

善する見込みがあるかどうか、次のステッフ。の問題が

ありますね。

オホーツク・大学間交流連絡協議会

石山 菊地先生はこのコンソーシアム事業、大学関連

携の事業に長ぞ携わっておられると思うのですけれ

ど、それに携わろうとしたきっかけ、動機をおうかが

いしたいと思います。

菊地 やっぱり学際研究、インターディシプリナリー

アプローチというのが一つありますね。本当は、地域

の連合大学院構想、というのをわれわれは考えていま

した。これは一種のヴアーチャル的なものかもしれま

せんけれど、出前講座でもいし、から、そういうことで

もやってみょうかと。ここはたまたま工業系の大学と、

文科系、看護系、農業系、福祉系の大学があり、そう

いう先生方でそれぞれ役割分担したら、地方単科大学

でも一種の総合大学的な役割を担えるのじゃなし、か

と。そういう発想に私も共感して、それだ、ったらまっ

たく自分の専門と違う先生方向士の組み合わせで、地

域貢献をしようじゃないか、みんな手弁当で、やってと

いうことになりました。

今回は学術振興会の方の補助金が何千万かついた

ので、これまでのように市町村からの補助金に頼らな

くてもやっていけると思います。こういう言い方をし

たら悪いのですが、うちの事務局の方は申請書を書く

のがうまくなってしまって、いろいろな細かい補助金

を全国から寄せ集めてくるのですけれど、 しばらくは

それしなくてもやっていけるのじゃなし、かと(笑)。

石山 札幌に行かれて、これまでつくってこられた人

脈であるとか、人とのかかわり、交流は消えてしまう

のか、それとも、もしかかわっていくとすればその事

業に対してどういうふうにかかわりを持たれるのか。

菊地 そうですね、私個人としてはここの研究所が残

っているのであれば、ずっと将来的にわたってかかわ

っていきたいなと思っています。やっぱり私も学生時

代に東京に住んでいたので、この地方都市、北見市に

は魅力を感じています。

日本が明治以降、百数十年で近代的な文明国家を築

き上げてきたのですが、忘れてきた問題というのが

多々あるのではないのでしょうか。特に教育分野にお

ける国際競争力というのは非常にまだ遅れている。た

またま工業技術の世界では、日本は非常に進んでいる

が、人を育てるという意味では、日本の教育のあり方

というのは根本から見直してし、かなきゃならない。

ところが、教育を立て直すといっても 「患者がお医

者さんのようなものjで、お医者さんが自分で自分の

病気を治すようなもので、すなわち、先生方が内部改

革するっていうのは、これはなかなか難しいことだと

私は思っています。

いずれ自己評価 ・点検にしても、外国と同じような

レベル、そういうものが要求されなければならない。

これは国際スタンダードといいますかね、グ、ローパル

- 87一



「高等継続教育研究J第4号 2005年 9月

スタンダー ドといわれていますけれど、そういう評価

基準になれば、海外にも教えに行くにしても、 日本に

も戻ってくるに しても一定の基準をク リアしている

と雇用する側も安心ですね。そういう地位の問題、給

与の問題、あらゆることがそういうことで、やっていか

ないと、日本では学生の教育コストも高くなって、親

としては海外に出した方がかえって安いという判断

も出てくるのじゃなし、かなと私は考えています。

学生と住民のかかわり

星 学生と住民とのかかわりについて、市民活動に

深くかかわっているような事例とかありますか?

菊地 ありますね。学生がインターネッ トを通じてオ

ホーツク圏の観光案内を独自に展開したり、小さいこ

とですと、ミシュランの星印じゃないのですが、学生

自身がボランティアで焼肉やラーメン屋さんを評価

し、紹介したりしています。

私が見聞しているのはちょっと少なし、かもしれま

せんけれど、学生部の担当の先生方はいろんなこと知

っていると思います。もし必要であれば、そういう情

報が大学の方でも管理しています。後日でも、もし文

書か何かで問いただしていただけるのであれば、資料

を提出させていただきます。これまで新聞等に掲載さ

れたものは図書館の方でファイルしていますので、提

供できると思います。

学生は地元でかわいがられていますね。少子化の波

で、下宿屋さんも比較的、こうしづ地方都市というの

は人の心が優しいというのでしょうかね。金儲けでや

ってないというのもあるのでしょうけれど、下宿の定

着率はいい方ですね。

姉崎 長い時間、どうもありがとうございました。
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